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富士ゼロックスは、急激に変化する事業環境と、多様化するお客様の期待に応えるために、横浜の

研究開発拠点にお客様共創ラボラトリーを設立しました。

ここでは、研究開発部門の社内実践事例（言行一致テーマ）をご覧頂きながら、お客様の経営課題

を共に明らかにし、お客様と共に解決していきます。

お客嘩共創ラボラトリーの構成と４つの活動

お客様共創ラボラトリーは4つの狙いをもって、オープンラボと、セキュアラボの2つの揚で活勤しています。

お客様

パートナー
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大学/研究機関　：
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１）オープンラボでの

　　お客様の経営課題／潜在ニーズの獲得

２）セキュアラボでの

　　お客様価値とビジネス性の検証

オーブンラボ

オープンラボは、実践事例を実際に体験できる揚です。こ

こでは、実践事例を進めてきた実際の研究開発部門の社員

と、実物で体験しながら対話を進め、お客様がまだ気づい

ていないお客様の課題を明らかにしていきます。また、お

客様やパートナー候補だけでなく、大学／研究機関・官公

庁／自治体などさまざまなステークホルダーとオープンな

対話も行っています。

3）お客様共創データベースによる

　　お客様の経営課題／潜在ニーズの利活用

4）言行一致活動をベースとする

　　共創活動を通じたR&D社員の意識改革

セキュアラボ

セキュアラボは、お客様との価値創造活動を推進しビジネ

ス化を達成する揚です。お客様価値とビジネス性検証のた

めに、人間中心設計などのデザイン手法、物理的・ネット

ワーク的にセキュアな環境、価値創造活動を支援する新し

いコミュニケーション環境の3つを独自に開発し、活動して

います。
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ドキュメントサービスとコミュニケーションによる新たな価値の提供

企業の活動は、企画一開発・製造・販売・保守、などの業務プロセスやワークフローに直結する【定型的な活動】と、それを

実際に行う人の働き方やコミュニケーションの取り方（会議、書類作成、情報収集）などの【非定型な活動】、さらに、お客

様への継続的な価値提供やお客様起点のマーケティングなどの【お客様接点の活動】から成り立っています。また、総務・人

事・経理・技術革新などの【企業品質向上の活動】が、それらのバリューチェーンを支えています。それぞれの活動が充実し、

連携して機能するためには、効果的なドキュメントの活用と適切なコミュニケーションが大きな役割を果たしています。

対象とする４つの経営課題領域

お客様共創ラボラトリーでは次の４つの企業活動それぞれに対して、「ドキュメントサービスとコミュニケーション」の視点

から、経営課題を設定し、新たな価値の提供を目指します。
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オフィス生産性・ワークスタイルの領域

　C非定型な活動】

オフィスワークに伴う「アクティビティ」「コミュニ

ケーション」「ドキュメント」の見える化を促進する

ことが重要になります。

業務プロセス・ワークフローの領域

　【定型的な活動】

ワークフローに伴う「業務」と「ドキュメント」のひも付

け、全体最適の整流化か求められます。

商品

サービス
お客様

社会動向

･法律

･現場

･世論

戦略策定・開発管理・人材育成の領域

　【企業品質向上の活動】

複数のバリューチェーンを俯瞰した支援管理とお客様

価値向上に向けた戦略策定、企業革新に向けた人材育

成、および社会課題への対応が重要になります。

統合サポート・マーケティングの領域

　【お客様接点の活動】

商品・サービスの連続的な価値向上やそこから得られるお

客様の声をマーケティングや新商品に活かす仕組みが必要

です。

！
－



⊇三言≧づ八－ドす一ジヅフニよる新厄尽価値の創造

富士ゼロックスでは、都市型R＆D拠点のメリットを生かして、近隣の様ﾉﾏな大学や研究機関、公的な産学官連携推進組織、企

業を中心的パートナーとして連携を進めています。それぞれがもつ知の融合とネットワークの有機的な活用を通じて、富士ゼ

ロックスの課題のみならす地域社会の課題の解決に向けてシナジーの発揮を指向しています。

大学パートすー

　(Ｒ＆Ｄ)

且
二
三

地域公的連携推進パートナー

採用

センター

ﾐﾖお客様価値創造11

ミデセンター　　　11
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富士ゼロックス研究開発の最新情報をスマートフォンでご覧いただけます。

← 官公パートす一

(政策・社会課題)
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スマートフォンやタブレット端末に､富士ゼロックス提供の専用アプリrSkyDesk Media Switchバ無､引をインストールします。

●（k
MediGSwitch　@　●

App StoreまたはGoo9le Playにアクセス ｢Media Switch｣で検索

※SkyDesk Media Switchは､富士ゼロックス社が提供するアプリケーションソフトです

※アブリの対応OSのバージョンなどについては､App StoreおよびGoo9le Playにて

　インストール前にご確認ください。
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アプリを起動

吟

検索窓で「富士ゼロッ

クス」を検索、r富士ゼ

ロックス紹介」を選択

●

インストール

左の地図を

rSkyDesx Media Sw'-:c卜

で撮影１

●

カメラアイコンを

タップして撮影

モードに移動

富士ゼロックス株式会社

富士ゼロックスＲ＆Ｄスクエア　お客様共創ラボラトリー

〒220-8668　神奈川県横浜市西区みなとみらい6-I　Tel045-755-5111

http://www.fujixerox.co.jp/company/technical/laboratory/index.html

xerox、xeroxロゴ、およびFujixaroxロゴは、米国ゼロックス社の登録商権または商標です。

本欄の内容は2014年8月現任のものです。

送信するとコンテ

ンツヘアクセス

FU｣lxerox必
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